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【結果 と考察 】重度 ・重複 障害 者が利用 して い る生 活介護事業 所

の H 常 活 動 を分 析 した と こ ろ、身体 活 動 の 要 素 と して 、意 図 的

な支援 に よ る 活 動 と、非 意 図的支援場 画で 見 ら れ る 活動 が 抽 出

さ れ た、、また意 図 的 場 血 を見 た と＿ろ、訓 練 的場 面 と レク リエ
ー

シ ョ ン 場 面 に お け る 活 動が 、抽 出 さtLk ，，さ ら に その 妛素 を 見

た と こ ろ、た とえば、レ ク リエ
ー・シ ョ ン 場而で は 、「玉入 れ 」に

お ける 「つ か む」 「手 を伸ば す 」 な ど、ま た 「ボ…
リ ン グゲ

・一
ム 」

に お ける 「ボール を投 げる 」「立つ 」 な どの 身体活 動 を抽 出する

こ とが で き 島 こ れ らの 分 柝 か ら、生 活 介 護 事業 所 を利 用 す る

市度 ・重複 障害者 の H常 活動 にお い て 、身体 活動 の 階層 的評 価

と その 高次 化 を行 うた め の 基礎的 資料 を得 る こ とが で きた。

の 健康観 に は 重要で あ り、
“
杜 会 へ の 興 味

”
は あま り重要 で は な

か っ た。こ れ は 2002年 に杭 州 「1i〔浙 江 省 ）で 行 っ た 調 沓結 果 （任

と ddil　ill、2002 ）、お よ び 2008 年 11月〜2009 年 2月 に 南 京
．
ris （江

蘇 m で 行 っ た 調 査結 果 （岡 川、20101 と異 な っ て い た。今 回

は調査 数が 93名 と少 な く、こ れ が 先ず影 響 して い る と思 わ れ た。
また、調査 実施 の 半年 ほ ど前 に 同市 沖 を震 源地 とす る 大地震 が

発 生 して お り、対象 とな っ た 高齢 者に精神的 な ス ト レス が 残 っ

て い た こ と も考 え られ る 。今 後、社 会経 済的 な発 展状 況 も考 慮

して、調 査 数 を さ ら に増 や す こ と が 必 要 で あ る と思 わ れ た 。
以 上 よ り、イ ン ドネ シア の 高 齢者 で は、その 健 康観 は 身体 活動

に 関す る 因子 に影響 を受 ける こ とが 明 らか とな っ た。

介護施 設 入 所高齢者 に お け る 加速 度計 を用 い た 身体 活動 量評価

の 試み 一
目 常生 活活動および 心理的尺度 との 関連性一

女性高齢者に お け る聴覚 とADL の 関連 につ い て

0松 井理紗 （口本体育大学〉、田 中信行 （日本休育大学）

○竹 内　亮

　 〔広 島大学大学院総含科学研 究科 ・樺 岡 県総合健康 セ ン タ ー）

　 山崎 昌廣 〔広 島 大学大学院総合科学研 究科〕

【目的 】本研 究の 目 的 は、介 護施設 に人 所 す る 高 綿者 に対 して、
加 速度計 を用 い て 身体 活動 量 を評 価 し、その 結 果 と 口常生 活活

動 （ADL ）お よび心理 的尺 度 〔QOL ） との 関 係 を明 らか に す る

こ とで あ る．
【方法 】介護 老人保健舵 設 の 入所高 齢者の うち、施

一
殳内を独 歩で

移 動可 能 な男 女7名 〔80．O± ILI歳〕 を対象蒋
．
と した。身体 活動

量 測定は、Aetical加 速度計を対象者に 装 着 させ 、7 日 間の 消 費カ

ロ リ ー、中強度以 E （3METs 以 ヒ）、軽度 （3METs 未満 ）の 活

動 時間、安静 時 間を算出 した、、ADL 評価 は、　Bavthel　Indexを、
QOL 評価 は、生 活 満足度 尺度 A 　 CLSIA）、フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 老

年学 セ ン タ ーモ ラ
・一ル ス ケ ール （PGC 〕 を用 い た。身体機 能評

価 は、開眼 片足立 ち時 間 と歩行速 度、歩幅 を測定 した 。 分 析 は、
年齢、体格の 影響 を調整 した偏相 関分柝 を行 っ た、
【結 果 】消 費 カ ロ リ

ー
と軽 度 の活 動 時 間 との 問 に、高 い 相 関 関 係

が み られ （r −O．97、p ＜0．O！＞、対 象者 の 身体 活動量 の 殆 どは、軽

度 の 活 動 で 占 め ら れ て い た。LSIA は、歩 行 速 度 （r＝0．92、
p ＜0．05〕、歩 幅 〔r＝O．93、p く0．05） と密 接 に 関係 して い た。　PGC は、
消 費 カ ロ リー （r＝0．95、p〈0、05）、安静 時 間 （r＝−O．92、　pくO．05〕、
軽 度 の 活動時 間 （r・U、91、p くO．05〕 との 関 係 は 密接 で あ・

⊃ たが 、
中 強度以上 の 活動時 間 とは、有意な相 閧 は なか っ た、
【考察】加 速 度計 に よる 身体活動 量 評価 に よ っ て 、中強度 に 及 ば

ず と も、軽 度の 活勤 時問が長 けれ ば、施 設入所高齢 者 の QOL が

良好に維 持 さ れ る こ とが 示唆 され た，、

高齢者 の 健康観の 検討
〜イ ン ドネ シア ・バ ン ドン 市 で の 調査に 基づ い て

一

○岡川　 暁 （日本福祉 大学健 康科学部〕

【目 的】高齢 に なれ ば 円常 生活 の 活動 に 攴障 を来す こ とが 多い 。
しか し、その 状 況 は、個別性 が あ る と い え、高 齢者 を ひ と く く

りにす る こ とはで きない と考 える。その ため生 活体 力 など の 方

法 に よ り、価 別 に状 況 を把 握す る 必 要 が あ る が、実 際 に そ の 測

定 を行 っ て か ら活動 の 支援 を行 うこ とは、必 ず し も効 率 が 良 い

とは い えない 。そ こ で 輯 廾究 は、特別 な測定 あ る い は聞 き取 り

をせ ずに、年齢情報 と聴力 レベ ル に よ （VScreening と し て、活動

状 況 の レ ベ ル を把握 す る こ とが で き る か の 示 唆 を得 る こ と を 目

的 とした。
【方法】対 象者は、積極 的 な 身体活動 に 意欲 の あ る女性 高齢者 22
名 で あ っ た （前 期 高 齢者 ：10名 71．8 ± 1．8歳、後 期高 齢 者 12名

82．7± 3．7歳）、，対 象者に 対 して は、聴力測 定を行 うと共 に、日常

生 活で の 動作・活動状況 （動作状況〕に つ い て σ）聞 き取 り調 査 （歩

行や 立 ら トが り等 の 12項 目；1 を行 っ た。聴 力測 定の 結 果は、平

均 聴 力 レベ ル と して 4分 法に よ る 値 （50011z、100011z、2000Hz
と 4000Hz で の 音圧 レ ベ ル の 平均値 ） を算 出 した。聞 き取 り調査

の 各結 果 は、そ の レベ ル 毎の カ テ ゴ リ
ー

に よ り数値化 し鵡 ，
【結果 と考 察】後期高 齢者 の 聴力に つ い て は、前期 高齢者 に比 べ

2000Hz以上の 高 い 周波 数で よ り音 圧 レ ベ ル （dB〕を必要 とす る

傾 向 が み られ た。動 作 状 況 は、前 期 高 齢 者 か ら後期 高齢 者 に な

る に つ tzて 、ほ とん どが 低 くな る 傾向で あ っ た。これ ら の 結果 は、
一般的 な高齢者 に み られる特徴 と考 えられ る。
　動作状 況 に対す る 年齢 と4分法の 関係 を判別 分析に よ り求め

た。そ の 結果、基 本 的 な動 作活 動 （上体 起 こ し、歩行時 間、立

ち上 が り、開1「艮片足 立 ち、階段 昇降 ） に お い て 、よ りバ ラ ン ス

を必要 とす る 階段 昇降で 、年齢 と4分 法 に よ る相 関比 が 高 くな る

傾 IEI」が 見 られ た。こ の こ とか ら、は じめ て 面談 した 高齢者で あ っ

て も、年齢の 情幸艮に 加えて、い わ ゆ る
“
耳の 聞こ え に くさ

”
に

よ り、身体活 動時 の バ ラ ン ス の 配慮 の 必 要性 が 推 測で きる の で

は な い か とい える 示 唆 が 得 られ た。今後、可 能 な 限 り対 象者 を

増 や し、本 研 究 で 得 られ た 結 果 を さ ら に確証 し て い く必 要 が あ

る 。

【目的 】本 研 究 の H 的 は、イ ン ドネ シ ア の 高齢 者 を対 象 と し、身

体 活動 がその 健康観 に 及ぼす影 響 を検 討す るこ とで ある。
【方法】イン ドネシ ア の高齢 者を対象 と し、質問 紙調 査 を行 っ た，，
質問紙 は、健康 の 身体 的、精 神的、社 会 的側面 に 関す る 質問 6〔｝
項 目で 構 成され て お り、囘答 は 5件 法 に よ っ た。対 象 は、バ ン ド

ン 市在 住の 男女 93名 （男性 33名、女性 60名、60歳．一・　103歳）で 、
2010年 1月一2月に 調査 した。得 られ た 質問紙デ

ー
タ に対 し、因

．了．分析 （主 因了．法、プ ロ マ ッ ク ス 回転） を施 し．ス ク リ
ープ ロ ッ

トよ り抽 出す る 因子数 を 5 と して、健康観 を構成 す る 凹子 を抽 出

した n こ の 際、因 ∫
・
負荷 が 0．40以 L となる 44 項 目の み を用い た 。

【結 果 】5因子 （身 体 活 動 と健 康 、他 者 へ の 意 識 、社 会 へ の 興 味 、
老 い の 自覚、頑 固 さ） が抽 出 され た。こ の 5因 子 で 全分 散 の

51．8％ が 説 明 され 、身体 活動 に 関す る 因 子 ：：身体活動 と健 康 咽

子 1）） に よ り、全 分散 の 21．3％ が 説明 さ れ た。
【考察 と ま とめ】今 回の 結果 で は、

／t
身体 活動 と健康

”
が高 齢者

視覚障がい 者 に適 した反 復横 とび支援法の 開発
一補助 ロ ープと支 援マ ッ トの比 較一

○柿lh哲治 （中京大 学体育 学部〕

　 反復横 とび は、新体力 テ ス ト （文 部科学省 ） の 敏捷性 を測 定

する項目 （6− 64歳対象）と して広 く用 い られ て い る 。

一
方、視

覚 障が い 者 の 体 力測定 に お い て 、反復 横跳 と び は 最 も測 りに く

く、評価 の 妥 当性 が 低 い 項 目 と して あ げ られ、測 定 を敬 遠 した

り （香 田 ら、1994）、代 替 え した りす る傾 向 にあ る （目本 身体 障

害 者 ス ポ
ー

ツ 協 会、1995；柿 山、1996；全 国盲 学校 体育 連．盟、
上998）。しか しな が ら、反 復横 とび で 敏 捷性 を測 定 し な い と、新

体 力テ ス トの 得点 や 総 合評価、体 力年齢 （19〜64歳 ） の 有 効活

用 がで きない ．
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